
再評価結果（平成２０年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道防災課

担当課長名：下保 修

事業名 地域高規格道路 一般国道２号 東 広 島バイパス 事業 一般国道 事業 中国地方整備局
ひがしひろしま

区分 （２次改築） 主体

起終点 自：広島県広島市安芸区上瀬野町上瀬野 延長
ひろしま ひろしま あ き かみせのちょう か み せ の

至：広島県安芸郡海田町南 堀 川 町 ９．６km
ひろしま あ き かいたちょうみなみほりかわちょう

事業概要

一般国道２号は、大阪市から北 九 州市に至る延長約６８０ｋｍの主要な幹線道路であり、西日本の大
おおさか きたきゅうしゅう

動脈として沿道地域の産業・社会活動や住民の生活に大きな役割を果たす重要な路線である。

東 広 島バイパスは、国道２号の慢性的な交通混雑の緩和、交通安全の確保、周辺地域との連携強化を
ひがしひろしま

図ることを目的とした延長９．６kmの４車線道路である。

Ｓ５０年度事業化 Ｓ４９年度都市計画決定 Ｓ５７年度用地着手 Ｈ５年度工事着手
（Ｈ１８年度変更）

全体事業費 １，１６０億円 事業進捗率 ６１％ 供用済延長 ２．７km
計画交通量 47,300～53,100 台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ２．１ 274 / 1,316 億円 2,495 / 2,821 億円 平成１９年(事業全体)

走行時間短縮便益： / 億円事業費: 240 /1,283 億円 1,835 2,094
走行経費減少便益： / 億円(残事業) ９．１ 維持管理費：33 / 33 億円 468 520
交通事故減少便益： / 億円192 206

感度分析の結果 残事業（事業全体）について感度分析を実施
交通量変動 ：B/C＝２．３（９．６ （交通量+10％） B/C＝１．９（８．２ （交通量-10％）） ）
事業費変動 ：B/C＝２．０（８．４ （事業費+10％） B/C＝２．４（１０．０ （事業費-10％）） ）

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（安芸郡海田町から広島空港までの所要時間短縮が見込まれる）
・国土・地域ネットワークの構築（広島市と東広島市を最短で連絡） 他１６項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
東広島バイパスは安芸バイパスと一体となって、地域交流の促進、交通混雑の緩和等に重要な役割を果

たすことが期待されており、広島市、東広島市、海田町の首長で構成される「国道２号東広島・安芸バイ
パス建設促進期成同盟会」により早期整備の要望（平成１９年７月２３日）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
海田町、安芸区での、住宅団地整備やマンション建設等による人口が増加、当該地域に隣接する東広島

市における、広島大学の移転及び中央テクノポリスの建設による急速な発展に伴う自動車交通の増加が、
広島市東側流入部等における国道２号の慢性的な交通混雑を引き起こしている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成18年度末時点で、用地買収については９６％が完了。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
平成18年度末までに、中野IC～海田東ICにおける専用部2.7km、海田町内における一般部1.7km、ランプ

部0.6kmを供用済。現在、暫定2車線供用を目指し、事業を進めているところである。
施設の構造や工法の変更等
新技術の活用（ＰＣコンポ橋、鋼管ソイルセメント杭の導入）等によりコスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


